




経済研究所 / Institute of Developing
Economies, Japan External Trade Organization
(IDE-JETRO) http://www.ide.go.jp




























                                                  
1 企業にとってのインフラの重要性を改めて明らかにしたものとして、世銀による投資環境
調査（Investment Climate Survey）がある（http://rru.worldbank.org/EnterpriseSurveys/）。ま



























南アも加わっている南部アフリカ開発共同体（Southern African Development 
Community：SADC）の加盟国4を対象とする。 
南ア企業のアフリカ展開にいち速く着目した南アフリカ財団（South Africa 
Foundation、現Business Leadership South Africa）は「南アは他のアフリカ諸国
の開発パートナーか、あるいは新たな占領者になるのか」という視点から南ア
企業のアフリカでの活動について報告している（South Africa Foundation [2004]）。
                                                  
2 Sader[2000]、世界銀行[2003]、イオアニス[2005]など。 





























レゼンスは、ザンビアの水力発電会社Lunsemfwa Hydro Power Companyへの




















以外の南ア企業では、ネット・グループ・ソリューション（Net Group Solutions 












































た、多国間の枠組みではSAPPだけでなく、積極的に業界団体（Union of Producers, 





















































画投資会社（New Limpopo Project Investment (Pvt)Ltd.：NLPI）がアフリカ諸国
の鉄道部門に参入している。南アで鉱山鉄道の運営や車両整備を行っているシ









ポ橋梁会社（New Limpopo Bridge Projects Limited：NLB、本社ジンバブエ）の
ほか、南ア金融機関のネドバンク（Nedbank Limited）やサンラム（Sanlam Life 
Insurance Ltd.）、オールド・ミューチュアル（Old Mutual Life Assurance Company 
(SA) Limited.）が名を連ねる。NLBにもネドバンクやオールド・ミューチュアル
が出資しており、マーチャント・ランド銀行（Merchant Rand Bank）からも資






































が管理し、列車運行はザンビア鉄道システム（Railway Systems of Zambia）が担っている。 
16 詳細は同社ウェブサイト（http://www.rites.com）を参照。 

































































                                                  
21 詳細は同社ウェブサイト（http://www.grindrod.co.za/news_view.aspx?id=29）を参照。 
22 同社にはシェルタンの他に、コマザール(10％)、ケニアの石油会社Primefuels (Kenya) 
Limited(15％)、タンザニアの投資会社Mirambo Holdings Limited（10％）、南アの開発基金CDIO 
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1990 40 1,950 68 9,452 0 132 
1991 1 3,358 277 9,798 0 640 
1992 20 7,585 421 12,876 0 40 
1993 31 10,608 1,210 15,662 2,927 1,099 
1994 641 13,876 3,577 15,540 298 2,804 
1995 752 18,398 7,761 16,857 120 3,512 
1996 1,661 27,635 10,141 25,014 332 5,546 
1997 4,300 34,609 13,890 45,941 5,099 5,788 
1998 2,514 9,595 11,575 65,499 3,066 2,246 
1999 4,623 13,127 9,226 35,304 2,952 4,354 
2000 3,735 14,269 24,979 37,658 4,135 4,180 
2001 5,394 10,930 12,322 32,768 4,420 3,853 
2002 5,368 9,733 16,755 19,397 1,551 5,839 
2003 5,340 12,966 12,163 15,423 6,195 3,233 
2004 4,872 8,644 12,546 17,433 10,946 9,579 













































































































































































組織名（略称：日本語）[ホームページ] 発電 送電 配電 その他 所有（比率） 記述（民間企業や外国機関との関係を中心に） 
Empresa Nacional de Electricidade  
(ENE：アンゴラ電力公社) 
[http://www.ene.co.ao/default.htm] 











Empresa de Distribuição de Electricidade de
Luanda (EDEL：ルアンダ配電公社） 
［不明］ 
    ○   政府（100％）ルアンダ市内の電力供給を担う。 
Botswana Power Corporation 
（BPC：ボツワナ電力公社） 
[http://www.bpc.bw/] 














Western Power Corridor Company 
（WESTCOR：なし） 
[不明] 












Societe Nationale d'Electricite (SNEL：なし) 
[不明] 
○ ○ ○   政府（100％）
ブルンジ、ルワンダと共同でシネラック社（Societe




















ト Lesotho Highland Development Aushority
(LHDA：レソト高地開発機構) 
[http://www.lhdp.org.ls] 















Jiro sy Rano Malagasy 
(JIRAMA：マラガシー電気水道供給会社） 
[http://www.jirama.mg/] 








































をTrans Africa Project（米：Fluor Daniels50％とエスコム
50％の合弁）が調査。 
 －61－
Electricidade de Mocambique 
（EDM：なし) 
[http://www.edm.co.mz/index.php] 








Hideoelectrica de Cahora Bassa 
(HCB：カボラ・バッサ水力公社) 
[不明] 























Mozambique Transmission Company  
(MOTRACO：モザンビーク送配電会社)  
[http://www.motraco.co.mz] 

















NamPower (Pty) Ltd 
（なし：ナムパワー） 
[http://www.nampower.com.na/2005/index.asp] 



































Nored Electricity (Pty) Ltd 
（なし：北部地域配電会社） 
[不明] 
  ○ ○   
ナムパワー
ほ か ４ 社
（ 33 ％ × 3
社、 1％× 1
社） 
Regional Council Electricity Company (Pty) Ltd(33％）、





































Tanzania Electricity Supply Company 
（TANESCO：タンザニア電力供給公社） 
[http://www.tanesco.com/] 













Independent Power Tanzania Limited 
(IPTL：なし) 
[不明] 
○       
民間（マレー
シア70％、タ











○       
民間（米国と












Zanzibar State Fuel & Power Corporation 
(ZSFPC：ザンジバル燃料電力公社) 
[不明] 






○ ○ ○   政府（100％）










ア Copperbelt Energy Corporation PLC 
（なし：なし） 
[http://www.copperbeltenergy.com/index.html] 










Investments Holdings Plc(20％)。Local Technical Team of
 －64－




Lunsemfwa Hydro Power Company 
（なし：なし） 
[不明] 




















Zimbabwe Power Company 
(ZPC：なし) 
[なし] 
○       ZESA 
旧ZESAに多額の債権を持つ南ア（エスコム）が発電所取
得に関心を持っていると言われる。 
Zimbabwe Electricity Transmission Company  
(ZETCO：なし) 
[http://www.wezim.co.zw/zetco/index.html] 
  ○     ZESA SAPPを担当し、電力の国際調達を担う。 
Zimbabwe Electricity Distribution Company 
（ZEDC：なし) 
[なし] 






































































































































ルアンダ鉄道（Caminho De Ferro Da
Luanda）とともに、再建・復旧は中国が
支援する。98年にはスプールネットがイ


























































鉄道なし － － － 
Societe d'Etat Reseau National des















ションは仏企業（ Chemins de Fer




































CEAR は Railroad Development
Corporation（米国）のほか、CFM（モザ













鉄道なし － － － 






























































Nacala Corridor Development Co 
（なし：ナカラ回廊開発会社＝Corredor






























ンゴラへの接続を目指すTsumeb - Ondangwa 路線
を建設中。 
Tsumeb - Ondangwa 線の建設費用は総
額8億4,500万ナミビアドル。「Arab Bank
for Economic Development in Africa」と











































































































































（Murray & Roberts Holdings Ltd）が請
け負った。 
注１：官民区分の欄で国営（○）は民営化進展中のもの。 
注２：設立年は現在の形態になった年が中心で、もともとの組織の設立年とは異なる場合がある。 
出所：海外鉄道技術協力協会[2005]、各社ホームページ、各種報道から作成。 
